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文求堂出版物一覧稿
一 特に中国語関係出版物の位置をめぐって
冨 田  昇
1. 文求堂主人 ・田中慶太郎の略歴
田中慶太郎は, 京都の古書肆, 文求堂の嫡男と
して明治13年(1880)に生れた。日清戦争後に中
国語の学習を志し,明治20年代末から束京外国語
学校に学んだ(清語学科別科,明治33年7月第二回修了
生) 。 同校では学友となった島田翰 (「古文旧書考」,
『訪余録」)の影響によって, 書誌学への関心を抱き
始めている。義和団事件のあった明治33年(1900)
末に, 後年高名な篆刻家となり金石学にも造詣の
深かった河井茎慮に同行し初めて中国を訪れる。
上海・ 蘇州・杭州など江南の地を巡り, この折に
呉昌碩との面会を果すのである。また翌34年には
北京行きの願いを叶えている。 こうした時流や経
験を背景に,同34年に,文求堂は東京初の本格的
な唐本輸入商として開業する。 当時はなぉ文人趣
味の余韻が残り漢詩文流行の末期にあたってい
た。 特に嘉慶・ 道光など清朝後期の詩文集の需要
が旺盛であり , 日露戦争前後には一時, 「説文』の
流 行 も あ っ た と い う 。 その後, 田中は明治41年
(1908)から44年までの3年間, 清朝最末期の北
京に居住している。辛亥革命(1911年)前後の中
国は,敦煌文書や甲骨文字の発見などに刺激され,
清朝の伝統的な考証学や金石学が近代的な文献学
や考古学に脱皮してゆく重要な転機を迎えようと
していた。 近代的学術の胎動である。田中は, 王
朝滅亡期の混乱の中で,時代の潮流を見抜き , 敦
煌文書や甲骨文字をいち早く紹介したり, 特に本
格的な目録販売方式などを通して大量の漢籍を日
本 に も た ら し た。
田中は, わけても宋版 ・元版 ・古写本の鑑識に
研鑽をっみ, また古書画・法帖 ・文房古硯など美
術品に対する関心をも深めていった。 その学識と
卓越した鑑識眼は, 内藤湖南, 徳富蘇峰らの大家
に も 認 め ら れ, 特に文献批判の方法やその根本資
料の提供の面で京都帝国大学 「支那学」に お け る
「経典批判」の成立に関わっていた。京都の学風は,
清朝考証学を継承した実証主義に立脚し, 儒教の
経典をも文献批判の対象としたのである。それは,
江戸以来の儒学(朱子学)の伝統を継ぎ, 明治国
家体制の確立の過程で再編された東京帝国大学を
頂点とする護教的な「漢学」 とは, 異質であった。
また西園寺公望や森鴎外をはじめ, 特に古美術を
介して愛硯家として知られた犬飼毅や書画の収集
家として著名な山本悌二郎, 画家であり書道研究
家でもあった中村不折らとも親交を深めていた。
しかし不幸にして関束大震災によって, 秘蔵され
ていた貴重書や古書画は社屋もろとも灰儘に帰し
た。 田中はこれを機に古美術品の扱いを廃するな
ど, 営業方針を大胆に転換している。
ここで, 田中の代表的な将来事例に一, 二触れ
ておきたい。 古書籍については『文求堂善本書目」
(昭和5年刊) に掲載された傅増湘 (1872̃1948)
の旧蔵書(『雙鑑楼』)がある。 宋版だけでも十指
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を超えるが, その白眉である 「通典』と 「白氏六
帖事類集」は後年重要文化財に指定されている(天
理大学図番館蔵, 昭和25年8月指定)。なぉ田中の卓越
した書誌的見識は, 7年をへて刊行された自著「羽
陵余1環」 に集成される。 また敦煌・吐魯審出土品
では戦前に重要文化財の指定を受けている 「仏説
菩産蔵経巻一巻残巻」 や 「鄭玄注本論語残巻」 な
どの古写経や典籍, 紙本では世界に 7点のみ伝世
している王献之の双釣填墨の一つ 「地黄湯始」 な
どがあり, いずれも中村不折に収蔵された(因みに
前者は大正ll̃l2年頃, 後者は明治44年)。
以上は, 頭著な数例に過ぎない。 ただし田中に
は, こうした古書籍, 古書画将来者とはぺつに,出
版事業者としてのもう一つの顔があった。 後にや
や詳しく触れるように,明治30年代東京開業直後
か ら, 終戦に到るほぼ半世紀にわたり, 大量の中
国語関連書籍を発行し続けている。 自著・翻訳編
集書などを含め, 総数200点を超える。 また関東
大震災後には古典の影印本・翻刻や校訂本類もか
なり刊行し, あわせて同類の新刊本も大量に輸入
している。古典テキスト類(教材)の需要に応え
ながら, 優災後の難局を乗り切つたのである。 さ
らに昭和に入つてからは, 王国維・梁啓超・銭玄
同・郭沫若・カールグレン・王力らの学者や魯迅・
周作人など文学者の著述を刊行し, 当時最新の研
究成果や学術, 新文学の動向を他に先駆けて紹介
している。 震災前の古書籍・古書画を中心とする
「懷古」的な輸入販売から, 若手研究者の育成を視
野に, 学術の進展と古書籍の需要を結びっける将
来を見据えた販売方針に転換したのである。 長沢
規矩也, 仁井田陸らは学生の頃から文求堂に出入
り す る よ う に な り, 中国文学研究会(昭和9年創
設) に集つた若き日の竹内好や增田渉らも陰に陽
に田中の支援を受けていた。 特に郭沫若との親交
は, 周知の通りである。 新文化運動における白話
文の提唱や儒教批判の口号を汲み取りながら, 古
典を対象と し文献批判の枠に閉じこも りがちなわ
が国の支那学の殻を破ろうとし, また漢文訓読に
固執するアカデミズムへの批判を滲ませている,
と思われる。 外国研究として中国語の学習を前提
にした上で, 甲骨文や金文などの考古資料や言語
学, 民俗学の成果などをも組み入れたより科学的
な古典・歴史研究の成立と現代中国を対象とする
多彩な研究の確立を念願し, この両者を統合する
近代 「中国学」 の胎動を促した, とみられる。
このように, 文求堂・田中慶太郎は, 古書籍や
古書画, 古典新刊書の輸入, また中国語関連書籍
や古典の影印・翻刻・校訂本, 学術書の刊行を大
規模に事業化し, 戦前において世界的な中国書籍
商として, 内外にその名を轟かせた。 しかし, 深
い学識と先見性を基盤に拡大を続けた「巨商」 も,
終戦後の混乱を乗り切ることはできず,昭和26年
の慶太郎の死を機に, 29年に閉店のやむなきに
至つた。文求堂・田中慶太郎の歩みは, 日清・日
:露の大陸進出から終戦に至る帝国の命脈とほぼ軌
を一にしたのである。
2. 本稿の目的と方法
本稿は, こうした田中慶太郎の全貌を物語る資
料として, 文求堂が出版した刊行物や輪入した古
書籍の販売リストである日録類に注日したい。 こ
こではさしあたりそれらの年次別一覧を作成する
ことを日的とする。 この一覧によって, 田中慶太
郎の事業のあらましや時代的な推移が概観できよ
う。 また田中の多彩な足跡が示すそれぞれの意味
や課題を明確にし, 本格的文求堂研究・田中慶太
郎論への足掛かりをえることができるだろう。
方法としては, まずWebcat(全国の大学図書館
等が所蔵する図書・雑誌の総合日録データベース)
と NDL-0PAC(国立国会図書館蔵書検索システ
ム)より文求堂出版物を抽出した。これに六角恒
弘篇「中国語関係書書目(增補版)1867̃ 2000」 (不
二出版,200l年12月)中から文求堂出版の中国語関
連出版物を抽出して加え, さらに文求堂自身が戦
前発行した販売, 出版日録類を参照した。
現時点では, Webcatと NDL-0PACだけで
は, 文求堂出版物の完全な一覧を作成することに
は無理がある。本稿を 「一覧稿」 と称する所以で
ある。 ただし中国語関連の出版物に関しては, 精
度の高い六角氏の前掲書があり, ある程度それを
補訂することもできたので, 文求堂発刊(一部発
売) の中国語関連書籍はほぼこれで全体を捉える
こ と が で き よ う。 また文求堂の輸入古書籍の販売
リストである日録類については, すぺて現物( コ
ピーを含む)で確認した。なぉ一部に遺漏はあろ
う が, かなり精度は高いであろう。
以下では, 一覧から窺える文求堂の事業と推移
の状況を概観し, また主に六角氏の成果によりな
が ら, 戦前における中国語関連出版物に占める文
求堂の位置を示してぉきたい。
3. 一覧にみる文求堂の事業と推移
以下に掲げる一覧は,おもに明治34年の文求堂
東京開業から終戦までの出版物を原則l0年単位
でまとめたものである。参考までに, 戦後の分と,
東京開業後の文求堂の漢籍販売日録も一覧にまと
めた。 これらをもとに, 東京開業後の文求堂の歩
みと特に中国語出版物の占める位置を考えてみた
いo
〔 l〕  l900年̃l909年(明治33̃ 42年)
文求堂は, 東京開業以前, 中国語関係の出版を
おそらく全く行つていなかったようである。 それ
が開業年のl冊を皮切りに, その後10年間で, 中
国語関係出版物45点を数えるようになる。それ以
外の分野は総計でも13点に止まっている。つまり
文求堂は東京開業後,少なくとも出版業の面では,
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中国語語学学習書を主力に出発したと判断してよ
いだろう。
〔2〕 19l0年̃l9 l9年(明治43̃ 大正8年)
この10年間は,出版点数が最も少なかったよう
である。しかし総出版数38点中, 中国語関係のも
のが32点を占めてぉり,それが出版事業の主力で
あることに変わりはない。
〔3〕 l920年̃l929年(大正9̃ 昭和4年)
この時期の変化は,中国語関係の出版物が50点
に增えたことと,他の分野も29点に急增している
ことである。 その主因は古典新刊本の大量の出版
に よ る が, その多くは, 漢文用の教科書であった。
この間の出版総数は79点に及び, 前l0年間に比
ぺ倍していることに注意してぉきたい。
〔4〕 l930年 1̃939年(昭和5̃ 14年)
出版総数l45点, うち中国語関連出版物は73
点,他分野総計も72点に達し,ほぼ拮抗している。
文求堂の出版事業は質量ともに ビークを迎えるの
である。 ここでは中国語出版物の多さもさること
ながら,他分野の量とその内容にも注日したい。古
典については, 一般向けのものに加え, 専門性の
高い重要典籍の影印が刊行されだしている。 また
郭沫若の甲骨文字・金文関係の本格的研究書や, 田
中慶太郎自らが翻訳した銭玄同の今古文にかかわ
る専著, 「殷周制度論」を含む王国維の論著, カー
ルグレンの言語学, 王力の文法学等々, 一級の学
者らの注日すぺき著述が相継いで刊行されてい
る。 また「阿Q正伝」 をはじめとする魯迅や弟周
作人の作品も出版されている。田中はこの時期,中
国における近代的学術の先端をゆく業績や文学の
新潮流を意識的に紹介しているのである。
〔5〕 l940年̃l945年 (昭和15̃ 20年)
対象期間は, 終戦までの6年間であるが, 出版
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総数45点, 中国語関係は32点である。 再び中国
語の比重が高まっていることに注意したい。
〔6〕 1946年̃(昭和2l̃)
掲出したのは, あらかた既刊中国語関係書籍の
改版, 重版などであり, 点数も6点に止まる。他
分野も佐野学の研究書が日を引く程度でごく少数
である。出版年次はおおむね昭和2l年から23年
までである。出版業から見る限り, 文求堂は26年
の慶太郎の死去を待たずに, ほぼ終將を迎えたよ
うであるo
以上, 1900年から終戦前後に至る文求堂の出版
事業を概観したが, 改めて全体を総括してぉきた
い。終戦までで見ると,文求堂の総出版数は365点
であり, このうち中国語関係出版物が232点,64%
を占める。 出版業から見る限り, 文求堂の主力が
中国語教材にあったことは自明である。また1930
年代にピークがあり, 総数145点, 全出版数の
40% を占めている。なぉ大正末からは, 古典新刊
教材にも力を入れ始め, l930年代になると中国語
教材にほぼ並ぶ数の他分野の出版があった。 この
時期から重要典籍の影印や最新の学術研究書, 新
文学作品の刊行などが行なわれ, 中国語・古典教
材の枠を超えた専門的色彩を強めていったのであ
るo
4. 文求堂出版中国語関連出版物の位置
ここでは, 六角氏の前掲書日の成果によりなが
ら, 戦前発行中国語関連書籍全体に占める文求堂
の割合を示したい。 たしかに, 以下の一覧に示し
た文求堂発行中国語関係書総数232点と六角氏の
書日から抽出した同店発行数203点とには30点
近い差がある。 それは主に, 六角氏書日に採録さ
れながらも, 発行所(ないしは発売所)として文
求堂と明示されなかったものが11点,同書目に採
録されていないものが20点ほどあることによる。
また再刊の処理の違いもかかわっている。しかし,
本一覧はもとより戦前中国語関連書籍の全体を把
握していないから, ここでは六角氏の書日に基づ
き, その整合性の中で, 文求堂発行中国語関連書
籍の占めるおよその位置を示すことにしたい。 な
お以下ではおもに明治 34年の文求堂東京開業か
ら終戦までの中国語関連出版物を,原則l0年単位
でまとめ分析するものとする。
〔 l〕  1867年̃1899年 (明治元̃32年)
はじめに, 文求堂が中国語教材を出版する以前
の状況を概観してぉきたい。 明治維新から日清戦
争(明治27年)に至る間, 発行総数はわずかに 27
点に止ま っている。それが日清戦争から明治32年
に至る6年間に, 57点に急増するのである。同戦
争を契機として大陸進出の機運が國成され, それ
が出版数に反映したものである。 ちなみに田中慶
太郎自身 「日清戦争がすんだ後, 私は無間に支那
へ行つて見たくなり」, それが動機で東京に遊学し
中国語を志したむね回想している (「唐本商の変
通」)。 時代の趨勢を見るべきであろう。
〔2〕 l900年̃l909年 (明治33̃ 42年)
すでに述ぺたように, 34年に文求堂として初の
中国語教材を発行している。この10年間における
中国語関連書籍の発行総数は228点に急增する
が,年次別にみると明治37年が53点,以下46点,
33点と続き, この3年間でl32点に達する。日露
戦争によって,日清戦争の時と同様,「速成会話書」
の類の需要が高まった結果である。 なぉ文求堂は
40(他年掲1職分の2点を含めず)点で, 全体の17.6 %
を占める。
〔3〕 l910年 1̃919年 (明治43̃ 大正8年)
この10年間は文求堂だけでなく,全体としても
発行が低調で, 総数111点に止まっている。 う ち
文求堂は29点であるが,比率では26% と な り,戦
前期を通じも っ と も高率である。
〔4〕 1920年 1̃929年(大正9̃昭和4年)
この期間は,発行総数が前l0年に比べてほぼ倍化
し, 2l6点となっている。文求堂は40点で,18.5%
である。
〔5〕 1930年 1̃939年 (昭和5̃l4年)
このl0年間は,中国語関連書籍の販売総数でも
前10年間の2. 5倍, 548点に上り, 戦前のピーク
となっている。 特に昭和7年から大量出版期に入
りこの傾向は昭和l7年ごろまで続いている。14
年のl29点は単年当りの発行点数の戦前における
レ コードである。この間, 文求堂分は66点刊行し
ており, 全体のl2% である。満州事変から威聞
事件をへて日中全面戦争に至る歴史の暗転が, 皮
肉なことに中国語への需要を著しく高めたのであ
るo
〔6〕 l940年̃l945年(昭和l5̃20年)
この間6年間であるが,総数で287点である。と
くにl5年の9l点に続き, 以下74点, 68点に上
り, 大戦突入後も同様の大量出版の傾向が続いて
いたことがわかる。文求堂は28点で,全体の9.8%
ほどである。
以上l900年から1945年に至るほぼ半世紀で見
る と, 全体の中国語関連書籍の発行部数はl,390
点ほど, 文求堂は203点で占有率は14.5% と な
る。 同店は単純な発行点数比からみても, 中国語
出版業者として, 戦前においてかなりの比重を占
めたといってよいであろう。 しかも 「日本の主な
中国語関係の書籍は, ほとんどこの文求堂から発
行された」 (六角恒広「近代日本の中国語教育」) と い う
よ う に, 文求堂は戦前を代表するような「急就篇」
「官話指南(改訂)」 などの中国語教材のべストセ
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ラーやロングセラーを大量に発行してぉり, 同店
の中国語出版事業全体に占める位置は発行内容や
部数から見れば一層の重みを持つていたと, 考え
られる。それにしても中国語関連書籍の発行は,日
清戦争を契機に本格化し, 日露戦争時に小ピーク
を迎え, 満州事変以降l930年代に突出するなど,
わが国の大陸進出の動向を如実に反映させたもの
であった。「戦争語学」とも那愉された所以である。
文求堂もまたその時流に重なりながら航跡を描い
たと見ることができる。
今後の課題
ここでは, 一覧によりながら文求堂の事業の推
移を概観し, 六角氏の成果に基づいて戦前におけ
る中国語関連出版物に占める文求堂の位置などを
確認するに止ま った。 田中は, 東京外国語学校で
中国語を学び, 明治末年には, 実際に北京に居住
しながら事業に励んだ。 こうした実践的運用能力
のうえに古典や音韻学の素養をも併せ持ち, また
白話文や国語通動を日の当たりにしてきた彼の中
国語観や中国語教育観とは, どのようなものであ
り, どう変化したのか。 また書誌学に対する専門
的研鑽は, 彼の漢籍輸入の事業の中でいかに反映
されたのか。さ ら に一時古書籍にもまして力を注
い だ と い う, 古書画や法帖の鑑識, 将来品の質は
どのようなものであったのか。あわせて名品や重
要漢籍類のわが国における流転をも追う必要があ
ろ う。今後, 本稿を基点として, こ う し た「巨商」
の所以を一つずっ辿 り, わが国近代における漢学
から支那学, さらに中国学の確立に果たした役割
を中心に見極めてゆきたいと考えている。
〔付記〕 本稿は, 平成15年度文部科学省, 科学
研究費補助金, 特定領域研究(A) 「東アジア出版
文化の研究」 の成果の一部である。
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◎は, 所破・所蔵されていることを示す
出版年: l900̃l909 (明治33̃42年)
六角目録
所載
国会図書
館所蔵
全国大学図
魯館等所蔵
中国語関係
◎ ◎ ◎ただし
3 版, 明38
l 北京官話 士商1酸談便覧上巻/金国環. 明34
下巻 35
◎ ◎ ◎ただし改
訂3ff,明4l
2 支那語教科雷 発音編/岡本正文. 明35
◎ ◎ ◎
3 支那語助辞用法/青柳駕恒. 明35
◎ ◎ ◎ただし増
補,明36等
4 声音字彙/岡本正文. 
◎ ◎ ◎ 5 燕語生意筋絡/御幡雅文. 明36
◎ ◎ ◎ 6 奉言問答/金国環. 明36
◎ただし明
l 9 年 に 戰
せる
◎ ◎ 7 華語陸歩/御幡雅文. 明36
◎ただし文
求堂とせず
◎ただし前
編
8 華語陸歩総訳/伴直之助. 明36
◎ただし明
1 5 年 に 載
せる
◎ ◎ 9 官話指南/呉啓太, 鄭永邦・金国環改訂. 明36
◎ ◎ ◎
10 言文対照 北京紀間/岡本正文. 7
◎ ◎
1 北京発 半切表 部永邦
◎ ◎ ◎ 12 北京官話 今古奇観 第1編/金国壞訳. 明37
第2編 44
◎ ◎
l  初等 官話教程 原口新吉
◎ ◎ ◎ l4 清国時文 兵時告示文範/善隣書院. 明37
◎ ◎ ◎ l 5  支那語異同弁/原口新吉. 明37
◎ ◎ ◎
6 動 張廷彦
◎ l7  日清語入門/張延彦. 明37
◎ ◎ 大 l 0 年
版のみ
◎明37年
版のみ
l 8  支那語辞集/石山福治. 明37
增訂改版 大 l 0
◎ ◎ ◎ただし明
39年版
l 9  燕山外史誌釈/陳球・声谷伝證l. 明37
◎ただし明
3 l 年, 積嵐
楼書屋版
◎ た だ し
l 1 版, 大6
◎ 20 北京官話談論新篇/金国壞, 平岩道知. 一訂正第4版 明38
◎ ◎ 2l  官話文法/張延彦, 田中慶太郎. 明38
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◎ 22 日奉字典/善隣雷院. 明38
◎ 23 支那語独案内/石山福治. 明38
◎ ◎ ◎ただし7
版
24 官話指南総訳/呉泰寿. 明38
◎ ◎ ◎ 25 冠誌高等支那時文読本/大野德孝. 明38
◎ ◎ ◎ 26 北京官話常言用例/小路真平, 茂木一郎. 明38
◎ ◎ ◎ 27 東語士商玻談便覧/田中慶太郎訳. 明38
◎ ◎ ◎ただし明
41年版
28 日漢辞集/石山福治. 明38
◎ ◎ただし2
版, 明40
◎ 29 続日清語入門/松雲程, 服部邦久. 明38
◎ ◎ ◎ 30 京話率選/秋山昱語. 明39
◎ただし大
3 年 版, し
かも文求堂
とせず
◎ただし大
3年版
◎
31 北京官話北京游歴記 初篇/文積. 明39
◎ ◎ 32 北京官話清国風俗会話篇/l民世保, 野村幸太郎. 明39
◎ ◎ 33 北京官話清国民俗土産間答/文求堂編輯局. 明39
◎ ◎ ◎
4 清語正規/清語学堂速成科. 
◎ ◎ ◎ 35 動字分類大全/張廷彦. 明39
◎ ◎ ◎ 36 官話北京事情/英継・宮島吉敏. 明39
◎ 37 急就篇羅馬字読法/張延彦. 明39
◎ ◎ ◎ 38 華言分類撮要/金国壞, 瀬上想治. 明40
◎ ◎ ◎ 39 官話応酬新篇/渡俊治. 明40
◎ ◎ 40 指'紳談論新集/金国壞, 鎌田弥助. 明40
◎ ◎ ◎ 41 支那語動調形容銅用法/皆川秀孝. 明 4 l
◎ ◎ ◎ 42 支那語文法/石山福治. 明 4 l
◎ ◎訳餐のみ ◎ 43 支那時文教科書 上巻・中巻 ・下巻. 訳餐/青柳篇恒, 明 4 l
渡俊治.
◎ ◎ ◎ 44 清国商業用文付訳解/宮錦舒・田中慶太郎訳. 明4l
◎ ◎ ◎ 45 清国最新密輸文/宮錦舒, 岡本正文. 明42
他語学
◎ ◎ 1 日語全壁/文求堂編輯局. 明39
◎ 2 韓語正規/近藤信一. 明39
◎
3 東 自得指掌/文求堂編輯局. 40
時事・社会
8 富 田 昇
◎ ◎ 1 東邦之偉人/川崎紫山. 明36
◎ ◎
2 庚子北京事変紀略/鹿完天. 明37
◎ ◎ 3 清国新政治組織通表 中央之部/青柳篤恒. 明42
歴史・古典
◎ ◎ 1 元聖武親征録/何秋藩. . 明34
◎ ◎
元史訳文証補/洪鈞・那珂通世校訂. 5
◎
3 明夷待訪録/黄宗裁. 6
◎ ◎ 4 盾風楼蔵三代吉金文字 第1輯/田中麼太郎. 明42
他
◎ 1 要泥一印/王照. 明33
◎ ◎
愚庵遺稿/天田患應 小谷保太郎編
◎ ◎ ・ 3 新撰和漢洋年契/河村貞山. 一訂正增補 明38
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出版年: 19l0̃l9 l9  (明治43̃ 大正8年)
六角目録
所載
国会図書
館所蔵
全国大学図
書館等所蔵
中国爾関係
◎ ◎ ◎ l 増補版奉語陸歩総訳 上巻・下巻/御幡雅文. 明43
◎ただし文
求堂とせず
◎ ◎ 2 二十世紀清語読本/李文権. 明43
◎ ◎ ◎
3 談論新編訳本/岡本正文訳. 明43
◎ ◎ ◎
4 北京官話中外蒙求/張廷彦. 4
◎ ◎ ◎
5 支那笑 集/岡本正文. 
◎ 6 支那語教科雷/石山福治. 明44
◎ ◎ ◎ 7 最新言文一致支那語文典/宮錦舒・岡本正文. 大元
◎ ◎ ◎ 8 支那語教科雷/岡本正文. 大2
◎ ◎ ◎
9 語独習全書/石山福治 大2
◎ ◎ 10 姆女談論新集/金星at. 大3
◎ ◎ ◎ただし大
3年版のみ
11 支那語大辞集/石山福治. 大3
縮刷版 昭 7
◎ ◎ 12 支那語新会話篇/石山福治. 大3
◎
1 漢和発音字典 石山福治. 
◎ ◎ l4 西席歌劇/王実甫・金井保三, 宮原民平著訳. 大3
◎ ◎ l 5  率語入門/李俊海. 大4
◎ ◎ ◎ l 6  官話率珍/富替・石山福治. 大4
◎ ◎ ◎
l7 商業会話 佐藤留雄
◎ ◎ ◎
8 雷輸文識
◎ ◎ ◎ 19 商業学校専用支那時文教科種;:/岡本正文. 大5
◎ ◎ 20 北京官話搜奇新編/石山福治. 大5
◎ ◎ ◎
2 l 官話急就潮詳9lt/大橋末 訳. 6
◎ただし文
求堂とせず
◎ 22 支那官話字典/宮島大八, 善ll期 l院. 大6
◎ ◎ ◎
日支大辞象 石山福治
◎ ◎ ◎
 群建支那時文率選 竹内元平 7
◎
最新通用富話三国選率/張延彦. 
◎ ◎ただし大
4 年 と し て
いる
6
◎ ◎ ◎
最新 読本 渡俊 8
l0 日 田 算
◎ ◎
28 支那語会話辞典/岡本正文. 大8
◎ ◎ ◎
9 最新支那語学研究法/石山福治. 
◎ただし文
求堂とせず
◎
30 北京官話文法 詞編 味麼徒. 
◎ ◎
1 普通 新華言集/張廷彦. 
◎ ◎
2 日支速成会話/文求堂編輯局
他語学
◎ 1 蒙語初歩/韓移精阿. 大5
◎ 2 新撰東語指南. 大6
歴史・古典
◎ ◎ l 四書現存書日/研経会. 大3
◎ ◎ 2 周易私断/大橋周道稿・並木正韶增補. 大6
美術・書画
骨置
◎ ◎ l 昌碩画存/呉昌預. 大元
◎
唐鄭府君夫人程氏合前基誌銘. 2
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出版年: l920̃l929 (大正9̃昭和4年)
六角目録
所載
国会図書
館所蔵
全国大学図
書館等所蔵
中国語関係
◎ ◎ ◎ 1 支那時文認義/石山福治. 大9
◎ただし文
求堂とせず
◎ただし文
求堂とせず
◎
2 最新北京官話典型/好富道明. 大9
◎ ◎ ◎ 3 支那語三個月速成/文求堂編輯局. 大9
◎ ◎ ◎ 4 普通官話新演説集/湯山昇. 大9
◎ ◎ ◎
5 支那語翻訳法認義 石山福治
◎ただし昭
7年版
◎ 6 支那文学史綱要/内田泉之助, 長沢規矩也. 大9
◎ ◎ 7 支那語の一箇年/小川南畝. 大9
◎ ◎ 8 華語初階/張廷彦. 大9
◎ ◎
9 産青富話読本 第 l-3冊/李俊海. 
◎ ◎ 10 支那時文一班/宮原民平. 大10
◎ ◎ ◎
1 l  言文応用北京声音弁/宮原民平. 大10
◎ ◎ 12 最新官話談論篇/張廷彦, 李俊海. 大10
◎ ◎ ◎ 13 支那語間答/馬紹蘭. 大10
◎ ◎ 14 華語啓豪/張廷彦. 大10
◎ ◎ ◎ 15 奉語啓蒙華語初階訳本/石山福治訳. 大10
◎ ◎ 16 支那時文教本/井上翠. 大10
◎ただし文
求堂とせず
◎ただし3
版, 昭 2
17 支那語会話篇/宮島大八・普隣雷院. 大10
◎ ◎ ◎ 18 最新官話談論篇訳本/張廷彦, 李俊海・石山福治訳. 大 l 1
◎ ◎ ◎
標誌最新支那尺願 井上翠. l 1
◎ ◎ ◎ 20 支那語教科書総訳/岡本正文, 木全徳太郎. 大l1
◎ ◎ 21 分類支那尺願/湯山昇, 村岡敦実. 大11
◎ ◎ ◎
2 中華民国発音字典
◎ ◎
3 華語 巻上/張館望 2
◎ ◎ ◎ 24 日支小辞集/石山福治. 大 l 2
◎ ◎ ◎ただし改
版, 大 l 4
笑 新編/矢野藤助. 
◎ ◎ ◎ただし初
篇のみ
26 標準中華国語教科書 初級編/神谷衡平, 清水元助. 大12
中級編 13
◎ ◎ ◎
7 華語教科書/文求堂編輯局. 3
l2 日 田 昇
◎ ◎
28 華語教科密訳本/石山福治訳. 大l3
◎ ◎ ◎
9 現代支那書輸文例解/石山福治. 
◎ ◎ ◎
30 日支対訳支那重話集/矢野藤助. 
◎ ◎ 3 l  中日合豐通商会話/張延彦, 呉永寿. 大 l 3
◎ ◎ ◎ 32 支那現代文教本/井上翠. 大 l 3
◎ 33 華語捷径/張延彦. 大l3
◎ ◎
4 奉新会話/石山福治. 4
◎ ◎ ◎
5 標誌最新 尺願/井上翠. 
◎ 36 中国商業用文/宮錦舒・田中慶太郎訳. -6版 大l4
◎ただし文
求堂とせず
◎ただし文
求堂とせず
◎ただし文
求堂とせず
7 重話読本/矢野藤助. 
演 「文求堂発売書日」 (昭和3年l 月) に見える
◎ただし大
15年版のみ
◎ ◎ 38 支那時文教程/宮原民平. 大 l 5
新訂版 昭15
◎ ◎ ◎
高等 時文教本 15
◎ ◎ ◎ 40 設解支那短篇小説率選/神谷衡平. 大15
◎ ◎ ◎ 41 離解支那長篇小説選妙/神谷衡平. 大l5
◎ただし文
求堂とせず
◎ただし文
求堂とせず
◎ただし文
求堂とせず
42 発音提要 宮越健太郎
※「文求堂発売書日」 (昭和3年11月) に見える
◎ ◎ 43 最新奉語会話/杉武夫. 昭 2
◎ 44 滑1簡鏡談/張廷彦. 昭 3
◎ ◎ただし昭
3年版のみ
◎ただし縮
刷版は再版
(昭9)
井上 語辞典 井上翠 昭
縮刷版 7
◎ ◎ ◎ 46 現代中華国語文読本 前篇・後篇/神谷衡平. 昭 4
◎ ◎ただし第
2巻のみ欠く
◎ 47 最新支那語講座 l̃4巻/杉武夫. 昭 4
5,6巻 5
◎ ◎
支那現代短篇小説 宮越健太郎. 
49 中華国語初級篇全訳/江口良吉. 年次未詳
※ただし昭和3年までには刊行
なぉ本書は 前掲:標準中華国語教科書初級編/神谷
衡平, 清水元助. 大12の全訳である
50 中華民国国語集/趙仲仁. 年次未詳:同上
歴史・古典
◎ 1 儲家小誌/渡俊治. 大 l l
◎ 2 古写本抱朴子/葛洪. 大 l 2
◎ 3 論語鄭注残巻. 大 l 5
◎ 4 十八史略読本 上冊・下冊/管先之. 大 l 5
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◎ ◎ 5 唐詩選/李攀電. 大15
◎ 6 文章軌範/謝枋得. 昭 2
◎ 7 論語白文. 昭 2
8 孟子白文. 昭 3
◎ ◎
9 中腐章句/田中慶太郎. 昭 3
◎
10 大学
◎
1 古本大学 4
◎ ◎ 12 古文真宝 前集 ・ 後集/黄堅・田中慶太郎. 昭 4
◎ ◎ 13 史記読本 第6,7,8/司馬遷. 昭 4
◎ ◎ 14 孟子集注/朱熹 ・田中慶太郎. 昭 4
◎ ◎ 15 荘子内篇/田中慶太郎. 昭 4
外 ;菌 : 5 年, 雑 篇 : 7 年
◎
6 孫子呉子
◎ ◎ 17 論語集注 上 ・下冊/田中慶太郎. 昭 4
8 周易王弼注. 年次未詳
※ただし昭和3年までには刊行
19 大学中府白文. 年次未詳:同上
20 王注老子. 年次未詳:同上
21 老子輻注/葛西因是. 年次未詳:同上
22 北曲西廂記. 年次未詳:同上
美術・書画
骨董
◎ ◎
呉昌碩画譜/田中慶太郎編. 大9
◎ ◎ 2 雲崗石窟/新海竹太郎,中川忠順. 大10
◎ ◎
3 書画鑑定必携儒家小誌/渡俊治. 大11
4 宋元明清・書画名賢詳伝/山本悌二郎, 紀成虎一. 昭 2
他
◎ 1 訪余録/島田翰. 大10
◎ 2 支那現代音源流考/石山福治 ・支那研究社. 大12
神職宝鑑 半井真澄. 
※ただし昭和3年までには刊行
l4 富 田 昇
出版年: l930̃l939 (昭和5̃ 昭和14年)
六角目録
所載
国会図書
館所蔵
全国大学図
書館等所蔵
中国語関係
◎ ◎ ◎
l 支那語新式学習法/石山福治. 昭 5
◎ ◎ただし昭
l5年版
◎ 2 日華辞典/金秉器, 武田欣二. 昭 5
◎ ◎
3 現代独幕戯劇集/宮越健太郎. 
◎ ◎
4 中華民国語教科書 金邦彦. 
◎ ◎ ◎ 5 高級中華通用文読本/神谷衡平, 清水元肋. 昭 6
◎ただし昭
6年版のみ
◎ ◎ 6 井上日華新辞典/井上翠. 昭 6
縮版 8
◎
7 音表/神谷衡平. 6
再刊 14
◎ ◎ ◎ 8 高等支那語読本/大阪外国語学校支那研究会. 昭 7
◎ 9 標準中華国語教科書 初級浦:教授参考書/神谷衡平. 昭 7
◎ ◎ ◎ただし增
補版, 昭11
l 0  支那破音字典/宮原民平, 土屋明治. 昭 7
增補版 l l
◎ ◎ ◎ l 1  魯迅創作選集. 昭 7
◎ ◎ ◎ l2 新支那大辞典 第 1 至 4 冊, 索引/石山福治. 昭 8
◎ ◎ l 3  急就篇/宮島大八. - (明37の) 改訂版 昭 8
◎ ◎
l  北京官話今古奇観 国環 8
◎ ◎ ◎
15 談論新編総訳 岡本正文
◎ ◎ ◎ 16 現代支那趣味文選/文求堂編轉局. 昭 9
◎ ◎ ◎
華語発音法/常静仁. 9
◎ ◎ 18 能篇総訳/宮島大八. 昭 9
◎ ◎ ◎ 19 支那小説戯曲読本/宮原民平. 昭 l 0
◎ ◎ ◎ただし上
巻のみ, ま
た 昭 1 4 年
版あり
20 支那語基本教科書 上巻・下巻/神谷衡平. 昭 l 0
◎ ◎ ◎ 21 現代支那白話趣味文選/文求堂編輯局. 昭 l 0
◎ ◎ ◎ 22 適用支那語解釈/木全德太郎. 昭 l 0
◎ ◎ ◎ 23 日支書翰文辞典/佐々木微笑. 昭10
◎ ◎ ◎ 24 井上ポケット支那語辞典/井上翠. 昭 l 0
◎ただし文
求堂とせず 繼?手
25 羅馬字急就篇/善隣雷院・宮島大八. 昭 l 0
※「支那語支那現代文 教科書日録」 (文求堂書店, 昭
和 1 l 年 l 月 改 定 ) 掲 破
文求堂出版物一覧稿 l 5
◎ ◎ ◎
26 上海語指南/稲葉鼎一郎. 昭117 曽文正家書鈔/曽国藩. i8 支那時文基本教科書/神谷衡平. l
◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ た だ し 4
版, 昭 1 5
29 語法併用支那語教程/宮原民平, 土屋明治. 昭 l 1
◎ 30 語法併用支那語教程教授参考書/編者講述. 昭11
◎ ◎ ◎ 31 支那語読本/土屋明治, 柳 瀬 薫. 昭11
◎ ◎
32 華語会話教 王峰. 
◎ ◎ ◎ 33 会話応用発音添附 華語文法研究/呉主恵. 昭11
◎ ◎ ◎
4 詳注現代上海語/影山観
35 中日対訳現代笑話/影山観・ 蒋君輝訳. 昭 1i◎ただし昭
1 2 年 と す
る
◎
◎ ◎ ◎ 36 支那国音字典/宮原民平,土屋明治. 昭11
◎ ◎ 37 聊斎誌異外書磨難曲/蒲松齢 ・ 路大荒註解. 昭 l 1
◎ ◎ ◎
現代実用支那 講座 第 1-9巻 l
無 巻6のみ昭12
第1巻:基本篇/神谷衡平, 有馬健之助.
第2巻:会話篇第1/内之宮金城.
第3巻:会話篇第2/土屋明治.
第 4 巻 : 会 話:蘭第3/土屋申一.
第5巻:時文篇第1/宮原民平.
第6巻:作文篇/清水元助,有馬健之助.
第7巻:時文爾第2/井上翠.
第8巻:尺願篇/諸岡三郎.
第9巻:小説・散文篇/奥平定世, 松枝茂夫.
◎ ◎ ◎
9 中国 文選 実藤恵秀 2
◎ ◎ ◎
40 実用速成 巍  
◎ ◎ ◎ 41 支那学翻訳競書;第3 中国文法学初探 昭12
/王力・田中清一郎訳.
◎ ◎ ◎
旅行会話 木全徳太郎. 
◎ ◎
◎
43 華語常用単語急速暗記法/呉主恵. 昭12
◎ ◎ただし35
刷,昭19電
文書局名
44 井上ポケット日華辞典/井上翠. 昭12
◎ ◎
5 等官 談論新篇/李俊渾. 
◎ ◎
簡易日支会話 田中乾 .
◎ ◎ ◎ 47 支那言語学概論/ヵ ールグレン ・岩村忍, 魚返善雄訳. 昭12
◎ 48 漢字の最高能率的検索法:四角号碼検字法解説 昭12
/高田集蔵述.
◎
教程 浅井新 3
16 日 田 昇
◎ ◎ ◎ 50 新法支那語教本 第1巻/神谷衡平, 有馬健之助. 昭13
第2巻 l4
◎ ◎ 51 簡易支那語会話文法:発言解説付/岩井武男. 昭13
◎ ◎
52 新興北支会話/岩井武男. 昭13
◎ ◎
3 簡易広東語会話/娜兆圈. 
◎ ◎ ◎ 54 漢語解釈 日語尺願之訳読法及作法/岩井武男. 昭13
◎
5 初級支那 教程 浅井新太郎. 
初級支那語教程総訳/浅井新太郎, 浅井四郎訳. 14
◎ ◎ ◎
6 歩 京官 木全徳太郎. 
◎ 57 語言独習日支最新会話/恒峻, 大橋末彦一上山ミチ. 昭13
◎ ◎ ◎ 58 新支那語作文 初級篇 ・中級:南/矢野藤助. 昭14
◎ ◎
9 対訳実用支那語会話篇/劉光. 4
◎ ◎ ◎
◎
60 支那語作文教科書 前編/長谷川正直. 昭14
61 周作人随筆抄/松枝茂夫, 田中慶太郎. 昭14◎ ◎
◎ 62 簡明日華基本語辞典/岩井武男[他]. 昭14
◎ ◎ ◎
6 官話指南糟解
◎ ◎ 64 支那学翻訳據書;第4 中国新文学之源流 昭14
/周作人 ・ 松枝茂夫訳.
◎ ◎ ◎ 65 中等官話談論新篇総訳/李俊海・近藤子周訳. 昭14
◎ ◎ただし昭
15年版
◎ 66 注音符号 :支那語会話教科密/岩井武男, 趙文選. 昭14
◎ ◎ 67 支那商業手紙文の作り方と訳し方/岩井武男, 趙文選. 昭14
◎ ◎ ◎ 68 現代支那語科学/デンツェル ・ カ ー・魚返善雄訳. 昭14
◎ ◎
実用 商業響翰集/井上翠
◎ ◎ ◎ 70 日華実用辞典/呉主恵. 昭14
◎ 71 支那見物視察の要領と其会話/趙文選, 岩井武男. 昭14
◎
7 践 篇 今 雄浩
◎ 73 最新支那語商業会話/修昱昌, 近藤子周. 昭14
他語学
◎ ◎ 1 現代日本語 日英対訳文法及教材/エ・ フ ァ イ フ ェ ル. 昭10
◎
現代環古 /施要卿. 1
◎ ◎
日語 呉主恵. l l
◎ ◎ 4 文語口語対照 現代日本語文法/松浦送三. 昭 l l
◎
蒙會 小島 2
文求堂出版物一覧福 l 7
◎ ◎ 6 日語常用会話公式/岩井武男, 李企発. 昭12
◎ 7 漢語詳解標準日本語自修全書/岩井武男. 昭13
◎ 8 漢字標音簡易日本語. 昭13、
9 口語俗語 日本現代語法/松浦差三. 昭 l 3◎ ◎
◎ ・
◎ 10 簡易日露会話/鈴木博. 昭 l 3
◎
l l  簡易西班牙語会話/高橋正武. 昭13
◎ ◎
2 標準蒙古語会話/小島武男. l
◎ ◎ 13 蒙古語文典/小島武男. 昭13
(庭更)古典
◎ 1 荘子外爾/田中慶太郎. 昭 5
◎ 2 周易本義 上冊・下冊/田中慶太郎. 昭 5
◎ ◎ 3 史記読本 第9,10/司馬遷[他]. 昭 5
◎ ◎ 4 論語集解 上冊・下冊/田中慶太郎. 昭 5
◎ ◎ 5 御注孝経/田中慶太郎. 昭 5
◎ ◎ 6 老子集説/渡政興. 一再版 昭 5
◎ 7 三経三伝校器/松崎謙. 昭 5
◎ 8 東方文化據書; 第2,礼記正義巻63̃ 70/孔類達等奉效 昭 5
撰, 東方文化学院.
◎ 9 東方文化錢書;第3, 荘子郭象注雑篇 昭 5-6
東方文化学院.
◎ ◎ l 0  図雷寮漢籍書本書目/富内省図雷察. 昭 6
◎ ◎ 11 東方文化i装書;第4, 春秋正義 36巻/孔額達等奉效 昭6-8
撰, [1]-[12] 東方文化学院.
◎ ◎ l2  旧妙卷子本莊子残卷校勘記/狩野直喜著, 東方文化学 昭 7
院.
◎ l 3  荘子雑篇/田中慶太郎. 昭 7
◎ l4 老子王露注/田中慶太郎. (武英殿聚珍本影印) 昭 7
◎ 15 東方文化雄雷;第5, 荘子天運篇第14, 知北遊篇第22 昭 7
東方文化学院.
◎ l 6  東方文化幾書;第6, 玉篇 昭 7-l 0
東方文化学院.
◎ ◎ 17 旧刊影譜/日本雷誌学会. 昭 7
◎ ◎ l 8  戦国策率選/田中慶太郎. 昭 8
◎ l 9  老子道德経/王温 昭 9
◎
20 老子王露注/石田羊一郎刊誤 昭 9
◎ 2 l  忠經. 昭 1 l
◎ ◎
22 詩経国風 上・下冊/田中慶太郎. 昭 l l
◎ 23 老子説/石田東陵. 昭 l 1
◎ 24 古本読本/田中慶太郎. 昭 l l
◎ 25 書経集伝 上冊・中冊・下冊/田中慶太郎. 昭 l 3
26宋本周易注附釈文校記/孟森. 年次未詳
※ただし昭和7年までには刊行
27 身延本礼記正義残巻校勘記/安井朝康. 年次未詳:同上
28 論語正義/劉宝楠. 年次未詳:同上
29 李氏孝経注輯本. 年次未詳:同上
学術研究
◎ただし文
求堂とせず
◎ただし大
1 4 年 の 商
l 増補 学古発凡/高田忠周. 昭 5
◎ ◎
 支那学入門書略解/長沢規矩也. 昭5
新訂版 l 5
◎ 3 金文余釈之余/郭沫若. 昭 7
◎ 4 金文i演考/郭沫若. 昭7
◎
5 両周金文辞大系/郭沫若. 7
◎ ◎ 6 王観堂文選/王観堂. (王国維) 昭7
◎ ◎ 7 ト辞通纂/郭沫若. 昭 8
◎ 8 古代銘刻集考/郭沫若. 昭8-9
◎ ◎ 9 書契淵源 第l帙上一第5帙五/中島疎. 昭 9- l2
◎ ◎
10 考釈/郭沫若. 0
◎
l l  図録 1
◎ ◎ 12 支那学翻訳玻番;第l 青銅器研究要算 昭 l 0
/郭沫若・田中題二訳.
◎ ◎ l 3  支那学翻訳玻書;第2 重論経今古文学間題:重印新 昭 1 l
学偽経考序
/銭玄同・田中慶太郎訳.
◎ ◎ l4 殷契粋編/郭沫若. 昭 l 2
◎ ◎ 15 羽陵余歸 甲部・乙部/田中慶太郎. 昭 l 2
◎ ◎
l 6 清代 術概論/梁啓超. 3
◎ ◎ l 7  蒙文元朝秘史 巻1/服部四郎, 都嘆爾扎布. 昭 l 4
◎ ◎ l 8  支那学翻訳雄書;第5 史記著作考 昭14
/エ 1ゾ ァ ー ル ' シ ャ ヴ ァ ン ヌ ・岩村忍訳.
◎ ◎ 19 支那学翻訳雄書;第6 左伝真偽考 昭 l 4
/ヵールグレン ・小野忍訳.
文求堂出版物一覧稿 19
美術・書画
骨置
◎ ◎ 1 澄懐堂書画目録 巻首, 巻1至12/山本悌二郎. 昭 7
◎ ◎ 2 蒙楷字典/丘襲二. 昭 8
◎ ◎ 3 古銅印譜挙隅 巻 1-10/太田孝太郎. 昭 9
◎ ◎ 4 日本現在支那名画目録/原田尾山. 昭13
他
◎ ◎ 1 東方文化i技書;第1,文鏡秘府論/空海;金剛峰寺禅念 昭 5
沙門遍照金剛;天一北 束方文化学院.
◎ ◎
2 斗南存稿/中島勿堂. 昭 7
◎ 3 新訂善隣国宝記/瑞渓周風・中島竦校訂. 昭 7
◎ ◎
4 達磨と其諸相/木戸忠太郎. 
◎
◎
5 独居断想/門脇正男. 昭12
6 屍体に関する覚え書/門脇正男. 昭137 上田家御藏書展観入札目録. 
◎
20 富 田 昇
出版年: 1940̃1945 (昭和15̃20年)
六角目録
所載
国会図書
館所蔵
全国大学図
書館等所蔵
中国語関係
◎ ◎ ◎
1 実用速成北京語/影山観. 昭15
◎ ◎
2 支那現代文選/実藤恵秀
◎ ◎ ◎
3 広束
◎ 4 注音符号 支那語会話教科書:教授用参考書 昭15
/岩井武男.
◎ ◎ ◎ 5 支那語訳註證書:大沢郷/茅盾 ・ 井田啓勝訳. 昭 l 5
◎ ◎ ◎ 6 支那語発音の仕方 注音符号解説/工藤旨浩. 昭15
◎ ◎
7 文を読む為の漢字典. l
◎ ◎ 8 面易日支交通会話. 昭15
◎ ◎ただし後
出 「束亜論
i後」 に含ま
れる
9 語の現在と将来/曹欽源. 
※「東亜論鼓」 第2輯所収
◎ ◎
10 井上支那語中辞典/井上翠. 6
i1 支那常用俗諺集/田島泰平,王石子. 昭16◎ ◎ ◎
◎ ◎ただし16
巻を欠く
◎ただし17
巻を欠く
12 現代実用支那語識座.
第10巻:戲曲篇/宮越健太郎. 昭16
第11巻:年中行事篇/沢村幸夫. 昭16
第12巻:俗諺篇/田島泰平. 昭16
第13巻:文語口語対訳篇/有馬健之助. 昭17
第14巻:障中会話篇/陳白秋. 昭17
第15巻:読本1鼠/岩井武男. 昭17
第16巻:商業会話篇/文夢我. 昭18
第17巻:熟語解釈篇/田島泰平. 昭18
第18巻:未詳
◎ ◎
高級華語新集 王化. 
◎
4 総訳 小川寿一訳. 
◎ ◎ ◎ただし再
版, 昭 1 9
5 華文陸歩/浅井新太郎. 
◎ ◎ 16 ロ ーマ字引き日華学生辞典/岩井武男. 昭16
i7 中国文字学/孫海波. 昭16
8 中国 法通論/劉復・ 田中清一郎訳. ii 時文軌範 浅井周治2 書取研究 木全徳太郎
◎ ◎
◎ ◎ ◎
◎ ◎
◎ ◎ただし昭
11年とする
◎
文求堂出版物一覧稿 2l
◎ ◎
21 初歩官話字象/木全徳太郎. 昭 l 6
◎ ◎ ◎ 22 北京語の発音/ヵールグレン ・魚返善雄訳. 昭16
◎ ◎ ◎ 23 広東語の発音/ダニエル・ヂ ョ ウ ン ズ・胡畑堂, 魚返善 昭 l 7
雄訳.
◎ ◎
4 本尊/山本有三・井田啓勝訳誌. 17
◎ ◎ ◎ 25 華日教室会話/違藤章三郎. 昭18
◎ ◎ ◎ 26 鼠牙/魯彦・井田啓勝訳. 昭18
◎ ◎ ◎ 27 時文研究支那経済記事の読方/鍾ケ江信光. 昭 l 8
◎ ◎ ◎ 28 現代華語修練/木村愛香. 昭 l 8
◎ ◎ 29 実用中国語文法/李頭座. 昭 l 9
◎ ◎ 30 広東語入門/岡本一雄. 昭19
◎ ◎ 3 l  日支 (北京・福建・広東語) 馬英日用語字典/葉松柏. 昭19
◎ただし電
文書局名
◎ 32 支那官話字典/善隣雷院. 一改訂版 昭20
他語学
◎ 1 日語小雄書 読本類;l自修日語中級読本:巻一 / 昭 l 6
田中慶太郎.
◎ 2 日語小據書 会話類;1初級中級日語実用会話/田中 昭 l 7
慶太郎. 一再版
古典
◎ ◎ l 新編酔翁談録 巻 l・巻2/羅燁. 昭15
◎ 2 朱子語類日妙/陳没. 昭16
学術研究
◎ ◎ 1 支那書籍解題 書日書誌之部/長沢規矩也. 昭15
◎ 2 シャーマニズムの研究/ドルヂ'・バンザロフ, ウェー・ 昭15
エム ・ ミハイロフスキー・白鳥庫吉, 高橋勝之共訳.
◎ ◎ 3 喀喇沈,本蒙古源流/藤岡勝二. 昭 l 5
◎ ◎ 4 東亜論雄 第 l-3輯. 昭l4 , l 5
第4-5輯 16
◎ ◎ 5 初学漢文解釈=於ケル連文ノ利用/湯浅廉孫. 昭16
他
◎ ◎
l 正倉院考古記 傳芸子. l
◎ ◎ 2 日本詩歌選/銭稲孫訳. 昭 l 6
◎ ◎ 3 皇典文象/平国篇用t. 昭 l 8
◎ ◎ 4 白川集/傅芸子. 昭 l 8
22 富 田 昇
出版年: 1946̃ (昭和21年̃)
六角日録
所1裁
国会図書
館所蔵
全国大学図
書館等所蔵
中国語関係
◎ ◎ 1 支那国音字典/宮原民平, 土屋明治. -l 1 版  昭21
◎ ◎
2 支那語動字用法/田中慶太郎. 昭22
◎ ◎ 3 華語捷径. 一改編新版 昭22
◎ 4 支那文学史綱要/内田泉之助, 長沢規矩也. 一 新 訂 版  昭23
◎ 5 急就篇総訳/宮島大八. 昭23
◎ ◎ 6 支那官話字典/善隣書院. 一再版 昭23
他語学
◎ ◎
1 蒙古字入門/服部四郎. 1
古典
◎ 1 孟子集註/朱熹. 昭22
学術研究
◎ ◎ l 元朝秘史の素古語を表はす漢字の研究 昭21
/服部四郎.
◎ ◎ 2 清朝社会史 第 1 部 : 国 家 と 社 会  昭22-23
第1輯・第2輯/佐野学.
◎ ◎ 3 清朝社会史 第2部:社会階級 昭22-23
第 1 輯 ・ 第 2 輯 ・ 第3轉/佐野学.
◎ ◎ 4 清朝社会史 第3部:農民暴動 昭22
第1輯・第2報・第3組/佐野学.
◎ ◎ 5 北平市民の自治構成/今堀誠二. 昭22
◎ ◎ 6 支那学入門書略解/長沢規矩也. 一新訂補修 昭23
◎ ◎ 7 東亜論推 第 6 輯. 昭23
8 支那書籍解題 書目書誌之部/長沢規矩也. -2 刷  昭27◎
◎ ◎
9 孝経述識復原に関する研究/林秀一. 8
(林先生学位論文出版記念会)
美術・書画
骨董
◎
l 宋元以来名画小集/田中乾
他
◎ ◎ 1 数学入門/ホワイト へ ツ ド. 昭21
◎ ◎ 2 民主主義美術と綜合リアリズム 昭21
/矢部友衛, 岡本唐貴.
文求堂出版物一覧稿 23
国会図書
館所蔵
全国大学図
書館等所蔵
文求堂発行書目 ・ 日録類一覧
明治
◎ l 文求堂発兌唐刻雷日/田中慶太郎 明34
◎ 2 文求堂密店書日 明34
◎ 3 文求堂漢籍日録 業 この名称は,所蔵者である東京国立 明35
博物館が, 内容に即して付したものであろう
◎ 4 文求堂雷店雷日 明36
◎ 5 文求堂輸入唐本日録 明39
◎ 6 文求堂碑田法帖日録 明42
◎ 7 文求堂新古唐本響:日 明42
◎ ◎ 8 文求堂新古唐本書日 明44
◎ 9 文求堂碑西法a!i日録 明44
◎ l0  文求堂唐本密目 明44
◎ 1 l  文求堂唐本書目 明45
大正
◎ 12 文求堂唐本日録:蔵雷紀要 大2
◎ l3  文求堂唐本日録 大2
◎ l4 文求堂唐本目録 大4
◎ 15 文求堂膚本目録:利瑪質友論 大5
◎ 16 文求堂唐本目録:海王村游記 大6
◎ 17 文求堂唐本日録 大7
◎ 18 文求堂唐本目録 大8
◎ 19 文求堂唐本目録:蒙成詩存外集 大l0
◎ 20 文求堂唐本目録補遺 大10
◎ 21 文求堂唐本日録:妙幣論 大l1
◎ 22 文求堂唐本日録追加 大 l 1
◎ ◎ 23 文求堂唐本日録:端石擬三卷 大 l 2
昭和
◎ 24 文求堂発売:雷日 ※文求堂刊行の新密類の目録である 昭 3
◎ 25 文求堂密日 昭 3
◎ ◎ 26 文求堂密日:曹州牡丹譜 昭4
◎ 27 文求堂密日補過 昭4
◎ 28 文求堂雷日:北宋tt:学二体石経記 昭 5
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◎ ◎ 29 文求堂替本書日 昭 5
◎ 30 文求堂番日:臨池心解 昭6
◎ 3l  文求堂書日補過 昭 6
◎ 32 文求堂書日:華古小廠文 昭 7
◎ 33 文求堂発売書日. 一改 訂 ※文求堂刊行の新密類の日 昭 7
録である
◎ 34 文求堂書目補通 昭 7
◎ 35 文求堂書日: 酒人解政雅編 昭 8
◎ 36 文求堂書目補通 昭 8
◎ 37 文求望書日:白銀凝煙 昭 9
◎ 38 文求堂新書日録※古典新刊本・研究書中心の目録であ 昭 9
る
◎ 39 文求堂書目 昭10
◎ 40 文求堂書日 昭11
◎ 41 支那語支那現代文教科書目録. 一改定 昭11
◎ 42 文求堂書日 昭12
◎ 43 文求堂番日補選 昭12
◎ 44 文求堂書日 昭13
◎ 45 文求堂書日 昭14
◎ 46 文求堂書日 昭15
47 文求堂書日 昭16
◎ 48 文求堂善本書日 昭16
◎ 49 文求堂書日 昭17
◎ 50 文求堂展観書日 昭29
※文求堂発行新刊書の日録類は一部である
